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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞
· 6/7までに経過連絡票を作成する事。

（デイケアは下舘S.G.M、デイナイトケア・ナイトケアは中居J.G.Mが確認）

· 6/7田面木公民館で蓬餅作りにデイケア利用者様が５名参加の為、欠席との事。

（村上元道様・関口禅様・清川厚子様・上久保善郎様・伊藤雄一様）

＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様～風邪症状が継続しており　PL顆粒3日分処方。

· 関　秀治様　～職親が終わる水曜日に中途覚醒があるとの事。主治医より安定剤を処方する

尋ねられるが「様子をみたい。」と話されており前回と同じ処方となる

· 関口　禅様　～10～24日に試験外泊予定との事。

· 田名部一樹様～調子が良く安定している為、次回受診日から減薬予定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜利用者様情報＞

· 木村　誠様～（西病棟入院中、明日退院予定）　アルコール依存症（糖尿病を合併）退院後はデイ

ケア利用を検討中。6/13（水）外来初診との事。

· 袴田　貴弘様～以前デイケアを見学されている。次回受診日に再度デイケアを見学するか確認予定。

· 清川　厚子様～昨日、午後のミーティング中、他メンバーに夕方の掃除をしないと指摘を受ける。　　

本人、表情を硬くされ無言で過ごし帰荘。青山荘スタッフに情報提供面談する。

本日も、通所を渋っており「自分の場所以外掃除は必要ない。」と発言。デイケア・青山荘スタッフと本人と面談。集団の場で協力する事の必要性を説明するが頑とした表情される。どの当番ならできるか伺うと「拭き掃除ならする。」と話す。午後のミーティングでメンバーに理解を求める為スタッフが説明予定。

· 田名部　浩平様～定時に来所せず、スタッフより所在確認の電話をするが不在。少し遅れて来所さ

れる。遅れるときは連絡をするよう説明するが「（スタッフが）電話すればいい。」と話す。今後も本人より連絡ない際は、所在確認していく。主治医、保護者（母）に情報提供していく。　　　　
· 川口　八寿子様～食前薬服用の際、食後薬を服用しようと気が付き通常通リ服用。

·  北嶋　剛様　 ～昨夕、本日デイケア欠席の理由として生活状況を報告の電話あり。3週　　

間入浴せず、犬の散歩は人目を避け夜間にしているとの事。お母様より、1ヶ月なら入院しても構わないと言われており主治医に相談予定と話される。

· 高橋　百壽様～今朝、来所しデイメンバーの横町　浩様に休日、釣りに誘いに着たとの事。表情

　　　　　　　　 よく、デイ利用を促すが帰宅している。

　　　　　　　　　⇒自宅での生活状況や通所の意思についてお母様に連絡し伺う事とする。

＜ナイトケア事例検討＞　

· 山田　健次様（71歳）　統合失調症　

· ナイトケア通所4年10ヶ月

· 出席率　０％（３月までは、欠席する際連絡を入れることが出来ていない）

· 本人目標

「ナイトケアに来る事。来れない時は、ナイトケア欠席の連絡をする」

· 目標達成の度

· ３月までは、ナイトケアを欠席する際、概ね連絡出来ている。４月５月は連絡出来ていない。

· 治療計画

ナイトケアを欠席する旨を伝える事が出来るよう声掛けを行って行く。

· 生活状況

・日中はうみねこ幸房通所。「生きがいだし、僕の仕事なんだよ。」と話す。

・食事は近辺のスーパーで購入している（おにぎり、パン、煮物など）

・入浴は2週間に1回。時々、兄が送迎してくれるとのこと。

洗濯、下着の着替えは入浴時に実施。上着は洗っていないとのこと。

⇒今後の本人へのかかわりについて

・定期的に面談を実施し、困っている事があれば助言しフォローしていく。

＜現在、デイナイトケア利用中の佐藤　ミツ子様認知症スクリーニング検査結果報告＞

· 見当識（日付）では、西暦以外は答えられている。

· 話の内容を何回も確認し違う内容で理解する事もあった。（「ここは何市ですか？」との質問に「病院」と答えるなど）ＩＱが４５（正常は１００）。

· 検査中、緊張が見られたが最後までやり終えている。

· ２つの5角形が一部重なった絵を模写するテストでは重ねず形も5角形でなく記載している。

· 内容が難しい事に対しては「わからない。」と拒否的だった。

· 頭部ＣＴ検査では脳の一部が萎縮しているとの情報あり。

〇現在の本人の状況

· 5個のおはじきで簡単な計算を指導していた。始めは出来なかったが今は出来ている。

· 質問に対し、違う返答をするが次は何をするべきか伝えるとできる。

↓　

〇今後の対応について

・空間的な物がうまく捉えられない為、ハッキリ認識しやすいもので勧める。

（ハッキリした色や大きさを考慮する）

・知的障害の部分を考慮して一つ一つ理解しているか確認しながら行っていく。










